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北
海
道

北
海
道

関

東

関

東

沖
縄
が
米
国

統
治
下
か
ら
日

本
に
復
帰
し
て

丸
50
年
目
の
5

月
１5
日
、
政
府

と
沖
縄
県
は
、

東
京
と
沖
縄
の

２
会
場
を
結

び
、
記
念
式
典

を
共
催
し
た
。

本
会
の
清
水
富

雄
会
長
（
横
浜

市
）
と
古
泉
幸

一
指
定
都
市
協

議
会
会
長
（
新
潟
市
）
は
東

京
会
場
で
の
式
典
に
出
席
し

た
。岸

田
文
雄
首
相
は
沖
縄
会

場
で
の
式
辞
で
「
今
も
な

お
、
沖
縄
に
は
大
き
な
基
地

負
担
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て

い
る
。
政
府
と
し
て
重
く
受

け
止
め
、
基
地
負
担
軽
減
に

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
」

と
述
べ
た
。

玉
城
デ
ニ
ー
県
知
事
は

「『
沖
縄
を
平
和
の
島
と
す

る
』
と
い
う
目
標
が
、
復
帰

か
ら
50
年
た
っ
て
な

お
達
成
さ
れ
て
い
な

い
」
と
訴
え
、
政

府
に
対
し
、
「
す
べ

て
の
県
民
が
真
に

幸
福
を
実
感
で
き
る

平
和
で
豊
か
な
沖
縄

の
実
現
」
に
向
け
、

誠
心
誠
意
取
り
組
む

よ
う
求
め
た
。
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北
海
道
市
議
会
議
長
会
は

４
月
27
日
、
富
良
野
市
で
第

85
回
総
会
を
開
催
、
新
会
長

に
細
川
正
人
札
幌
市
議
会
議

長
を
選
任
し
た
。

【
総
会
提
出
議
案
】

①
北
方
領
土
問
題
の
早
期
解

決
等
②
北
海
道
新
幹
線
の
建

設
促
進
③
北
海
道
の
道
路
整

備〔予
備
議
案
〕
地
域
医
療
体

制
の
充
実
確
保

田
浩
和
水
戸
市
議
会
議
長
を

選
任
し
た
。

【
総
会
提
出
議
案
】

①
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

担
い
手
不
足
の
解
消
に
向
け

た
制
度
の
改
正
及
び
委
員
活

動
費
の
見
直
し
（
神
奈
川

県
）
②
出
産
育
児
一
時
金
の

増
額
（
千
葉
県
）
③
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
と
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
推
進
及

関
東
市
議
会
議
長
会
は
４

月
27
日
、
千
葉
市
で
第
88
回

総
会
を
開
催
、
新
会
長
に
須

地
方
議
長
会 

定
期
総
会
開
催

新
会
長
・
議
案
を
決
定

新
会
長
・
議
案
を
決
定

５
月
25
日
開
催
の
本
会
第
98
回
定
期
総
会
に
先
立
ち
、
4
月
１１
日
の
近
畿
市
議
会
議

長
会
を
皮
切
り
に
各
地
方
市
議
会
議
長
会
が
開
か
れ
た
。
本
号
で
は
、
北
海
道
、
関
東
、

東
海
、
中
国
、
四
国
、
九
州
の
各
議
長
会
に
お
け
る
新
会
長・総
会
提
出
議
案
を
掲
載
す

る
。

周年周年沖 縄 復 帰沖 縄 復 帰
政府が記念式典

北海道議長会総会の模様
（写真提供＝札幌市）

沖縄復帰 50周年記念式典（内閣府提供）

須田関東議長会会長
（水戸市）

関東議長会総会の模様
（写真提供＝水戸市）

び
地
域
経
済
支
援
の
拡
充

（
茨
城
県
）

〔
予
備
議
案
〕
放
課
後
等
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
報
酬

5050

改
定
に
つ
い
て
広
く
事
業
者

か
ら
の
要
望
を
踏
ま
え
て
検

討
す
る
よ
う
求
め
る
意
見
書

（
東
京
都
）

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

細川北海道議長会会長
（札幌市）
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金
子
恭
之
総
務
相
は
５
月

２
日
、
男
性
地
方
公
務
員
の

育
児
休
業
取
得
を

促
す
地
方
公
共

団
体
向
け
の
書

簡
を
出
し
た
。

同
日
、
改
正
地

方
公
務
員
育
児

休
業
法
（
今
国

会
成
立
）
が
公

布
さ
れ
た
タ
イ

ミ
ン
グ
を
受
け

た
。改

正
法
は
、

地
方
公
務
員
の

育
休
取
得
回
数
を

原
則
２
回
（
従
来
１
回
）
と

す
る
な
ど
、
取
得
制
限
を
緩

中

国

中

国

四

国

四

国

九

州

九

州

和
し
て
い
る
。

同
相
は
書
簡
で
「
今
回
の

改
正
は
夫
婦
交
替
で
の
育
児

休
業
の
取
得
や
、
男
性
職
員

の
育
児
休
業
の
取
得
を
し
や

す
く
す
る
も
の
だ
」
と
指

摘
。「
仕
事
と
育
児
の
両
立

や
女
性
活
躍
を
進
め
る
た
め

に
も
、
男
性
職
員
の
育
児
休

業
の
取
得
に
つ
い
て
、
よ
り

積
極
的
な
取
組
が
期
待
さ
れ

る
」
と
強
調
し
て
い
る
。

総
務
省
に
よ
る
と
、
男
性

地
方
公
務
員
の
育
休
取
得
率

は
、
令
和
２
年
度
で
１3
・
２

％
と
、
男
性
国
家
公
務
員
の

29 

・
0
％
よ
り
低
水
準
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
。 
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スマートフォン対応スマートフォン対応

地方議会等における取組

https://www.gender.go.jp/policy/seijibunya/
seijibunya_torikumi.html

九
州
市
議
会
議
長
会
は
４

月
27
日
付
で
第
97
回
総
会
を

書
面
開
催
、
新
会
長
に
久
高

友
弘
那
覇
市
議
会
議
長
を
選

任
し
た
。

四
国
市
議
会
議
長
会
は
5

月
１１
日
、
徳
島
市
で
第
84
回

総
会
を
開
催
、
新
会
長
に
井

上
武
徳
島
市
議
会
議
長
を
選

任
し
た
。

【
総
会
提
出
議
案
】

①
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向

け
た
取
組
の
支
援
（
香
川

県
）
②
国
保
総
合
シ
ス
テ
ム

井上四国議長会会長
（徳島市）

の
次
期
更
改
に
対
す
る
国
の

財
政
支
援
（
愛
媛
県
）
③
四

国
8
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

早
期
実
現
（
高
知
県
）

〔
予
備
議
案
〕
消
防
団
の
車

両
導
入
に
お
け
る
補
助
制
度

の
充
実
（
徳
島
県
）

【
総
会
提
出
議
案
】

①
日
米
地
位
協
定
の
抜
本
的

な
改
定
及
び
在
沖
米
軍
基
地

の
負
担
軽
減
（
沖
縄
県
）
②

こ
ど
も
家
庭
庁
の
創
設
に
よ

る
新
た
な
こ
ど
も
政
策
の
推

進
（
福
岡
県
）
③
九
州
に
お

け
る
高
速
交
通
網
等
の
整
備

促
進
（
熊
本
県
）

〔
予
備
議
案
〕地
域
医
療
の
充

実
強
化
並
び
に
自
治
体
病
院

の
医
師
確
保
対
策
及
び
財
政

支
援
措
置
（
宮
崎
県
）

中
国
市
議
会
議
長
会
は

４
月
2６
日
、
米
子
市
で
第

１
５
０
回
総
会
を
開
催
、
新

会
長
に
荒
井
秀
行
境
港
市
議

会
議
長
を
選
任
し
た
。

荒井中国議長会会長
（境港市）

中国議長会総会の模様
（写真提供＝境港市）

【
総
会
提
出
議
案
】

①
出
産
育
児
一
時
金
の
増
額

（
広
島
県
）
②
一
級
河
川
江

東

海

東

海
寺田東海議長会会長

（磐田市）

東
海
市
議
会
議
長
会
は
４

月
27
日
付
で
第
１
０
５
回
総

会
を
書
面
開
催
、
新
会
長
に

寺
田
幹
根
磐
田
市
議
会
議
長

を
選
任
し
た
。

【
総
会
提
出
議
案
】

①
地
方
経
済
活
性
化
の
た
め

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
及
び
経
済
対
策
へ

の
支
援
（
三
重
県
）
②
放
置

空
き
家
等
対
策
の
推
進
（
岐

阜
県
）
③
流
域
治
水
の
着
実

な
推
進
（
愛
知
県
）

〔
予
備
議
案
〕
子
ど
も
の
移

動
経
路
に
お
け
る
交
通
安
全

対
策
の
推
進
（
静
岡
県
）

の
川
及
び
江
の
川
水
系
の
支

川
整
備
等（
島
根
県
）③
新
幹

線
の
整
備
促
進
（
鳥
取
県
）

〔
予
備
議
案
〕
デ
ジ
タ
ル
社

会
推
進
に
係
る
財
政
支
援

（
山
口
県
）

総務相  地方向け書簡
男性職員は育休取得を男性職員は育休取得を

内閣府は5月 6日、「地⽅議会・地
⽅公共団体における政治分野に係る
男⼥共同参画の推進に向けた取組事
例集」 をホームページで公表した。
同ページでは、①地⽅議会等にお

ける取組②地⽅議会における両立支
援に係る会議規則の整備状況を掲載
している。

地⽅議会の男女共同参画地⽅議会の男女共同参画
内閣府が事例公表内閣府が事例公表

四国議長会総会の模様
（写真提供＝徳島市）

久高九州議長会会長
（那覇市）
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新会長に名寄市の東議長

自治体病院
医　師

一、	地域医療の中核を担う自治体病院の経営基盤安定の
ため、特に小児医療、救急医療、精神科医療、へき
地医療、高度医療、周産期医療など政策医療や不採
算医療に対する財政措置を更に拡充すること。

一、	医師の地域偏在・診療科偏在を解消するため、医師
不足地域での一定期間勤務の義務付けや、診療科ご
との必要専門医数の養成と地域への配置など、地域
の医療ニーズに対応した支援体制を早急に確立する
こと。

一、	女性医師・女性看護職員が仕事と出産・育児を両立
できるよう、院内保育所・病児保育の体制整備や復
職支援の充実など、安心して働き続けられる職場環
境の整備促進を支援すること。

一、	医療従事者の負担軽減及び働き方改革を推進するた
め、医師事務作業補助者や看護補助者等の人員確保
のほか、業務効率化に向けたＩＣＴ導入等に必要な
経費に対する財政支援措置を拡充すること。

一、	救急医療体制の改善のため、救急車の適正利用や救
急医療機関の適切な受診を広く国民に啓発するとと
もに、各地域で行っている救急医療電話相談等の普
及・周知を図ること。

一、	地域医療構想に関して、再編統合等を議論する際に
は、各地域の調整会議の結論を尊重し、取組を進め
るに当たって生じている課題等を解決するため、更
なる支援を講じること。

一、	大規模な自然災害が頻発する我が国の医療提供体制
を確保するため、医療機関の地震災害・風水害・雪
害対策等への支援を充実強化すること。

一、	新型コロナウイルス感染症緊急包括支援交付金につ
いて、地域の実情に応じて機動的かつ弾力的な運用
ができるようにするとともに、感染症が収束するま
での間は継続すること。

自治体病院に関する要望（令和 4年 5月16日決議）

全
国
自
治
体
病
院
経
営
都
市
議
会
協
議
会（
会
長・中
尾
友
二
天
草
市
議
会
議
長
）は
5
月
１６
日
、

都
内
で
第
50
回
定
期
総
会
を
開
催
し
、
令
和
3
年
度
決
算
を
認
定
、
同
4
年
度
の
予
算
、
事
業
計

画
を
決
定
し
た
。
ま
た
、
新
会
長
に
東
千
春
名
寄
市
議
会
議
長
を
選
出
す
る
と
と
も
に
、
自
治
体

病
院
の
経
営
基
盤
安
定
、
医
師
確
保・偏
在
解
消
な
ど
を
求
め
る
決
議
を
採
択
し
た
。

中尾病院協会長
（天草市）

実
地
開
催
は
、
令
和
元
年
６

月
の
第
47
回
総
会
以
来
。
会
議

冒
頭
、
中
尾
会
長
が
「
自
治
体

病
院
は
、
公
的
医
療
機
関
で
な

け
れ
ば
対
応
す
る
こ
と
が
困
難

な
、
多
く
の
不
採
算
医
療
を
担

う
な
ど
、
地
域
医
療
の
確
保
と

い
う
社
会
的
使
命
を
果
た
し
て

い
る
が
、
こ
れ
を
取
り
巻
く
環

境
は
、
医
師
不
足
や
地
域
偏

在
・
診
療
科
偏
在
に
加
え
て
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ

の
対
応
な
ど
に
よ
り
、
依
然
と

し
て
厳
し
い
状
況
で
、
良
質
な

医
療
を
継
続
的
に
提
供
で
き
る

よ
う
精
力
的
な
運
動
が
必
要

だ
」
と
訴
え
た
。

こ
の
日
、
来
賓
と
し
て
あ
い

さ
つ
に
立
っ
た
谷
公
一
自
治
体

総
会
の
最
後
に
は
、
相
談

役
に
就
任
し
た
中
尾
前
会
長

が
、「
自
治
体
病
院
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

へ
の
対
応
の
中
心
と
な
り
、

そ
の
責
務
は
一
層
重
要
で
あ

る
」
と
強
調
。「
本
格
的
な

人
口
減
少
・
超
高
齢
化
社
会

経 営 基 盤 安 定
不足・偏在解消

要
望

に
お
い
て
も
地
域
に
必
要
と

さ
れ
る
良
質
な
医
療
を
継
続

的
に
提
供
す
る
た
め
に
は
、

経
営
基
盤
安
定
化
や
医
師
の

確
保
、
医
師
偏
在
の
解
消
が

不
可
欠
で
あ
る
」
と
し
て
8

項
目
か
ら
な
る
決
議
を
提
案
、

満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

同
決
議
で
は
、
▽
自
治
体

病
院
の
経
営
基
盤
安
定
の
た

病
院
議
員
連
盟
事
務
局
長

（
衆
議
院
議
員
）
は
、
地
域

に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
で
の
対
応
に
よ

り
、
再
認
識
さ
れ
た
自
治
体

病
院
の
重
要
性
を
訴
え
、
構

造
的
な
問
題
を
抱
え
る
自
治

体
病
院
の
経
営
基
盤
を
強
化

す
る
必
要
が
あ
る
と
強
調
し

た
。ま

た
、
渡
邊
輝
総
務
省
大

臣
官
房
審
議
官
が
「
公
立
病

院
経
営
強
化
の
推
進
に
つ
い

て
」
と
題
し
て
講
演
し
た
。

め
、
小
児
、
救
急
、
精
神
科
、

へ
き
地
、
高
度
、
周
産
期
等

の
政
策
医
療
や
不
採
算
医
療

へ
の
財
政
支
援
の
更
な
る
拡

充
▽
医
師
の
地
域
や
診
療
科

偏
在
等
の
解
消
に
向
け
た
支

援
体
制
の
確
立
▽
地
域
医
療

構
想
に
関
し
て
、
各
地
の
調

整
会
議
の
結
論
を
尊
重
し
、

諸
課
題
解
決
の
た
め
の
更
な

る
支
援
措
置
を
講
じ
る
こ
と

―
な
ど
を
求
め
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
包
括

支
援
交
付
金
に
つ
い
て
は
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
機
動

的
か
つ
弾
力
的
運
用
を
求
め

て
い
る
（
上
掲
）。

第 　  回 定 期 総 会病 院 協 50

谷自治体病院
議員連盟事務局長

役
員
改
選
で
は
、
新
会
長

の
ほ
か
、副
会
長
に
江
別
、男

鹿
、
金
沢
、
日
野
、
富
士
宮
、

柏
原
、松
江
、四
万
十
、多
久

の
9
市
の
議
長
を
、
監
事
に

天
童
、尾
道
の
議
長
を
、理
事

に
7６
市
の
議
長
を
選
出
し
た

（
役
員
任
期
は
2
年
）。

役
員
改
選

東病院協新会長
（名寄市）

財
政
支
援
拡
充
な
ど

８
項
目
の
決
議
を
決
定
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令
和
３
年
度
の
本
会
要
望
結
果
に
つ
い
て
、今
号
は
産
業
経
済・建
設
運
輸
の
両
委
員
会

の
要
望
結
果
を
掲
載
す
る
。※
会
長
提
出
決
議
で
扱
わ
れ
た
項
目
は
第
２
１
８
８
号・第
２

１
８
９
号
に
掲
載
の
た
め
省
略
。

新
型
コ
ロ
ナ
影
響
　
事
業
者
へ
支
援

産
業
経
済
・
建
設
運
輸
委
員
会

産
業
経
済
・
建
設
運
輸
委
員
会

⑤〈
完
〉

⑤〈
完
〉

３ 年 度
要望結果産

業

経

済

委

員

会

産

業

経

済

委

員

会

農
林
水
産
業

農
林
水
産
業

共

通

対

策

共

通

対

策

①
経
営
支
援
対
策
の
充
実
強
化

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
る
減
収
対

応
も
含
め
た
一
層
の
経
営
支

援
対
策
を
要
望
し
た
。

令
和
３
年
度
農
林
水
産
省

補
正
予
算
で
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

た
め
の
金
融
支
援
対
策
に

２
億
３
４
０
０
万
円
が
確
保

さ
れ
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

を
受
け
た
農
業
者
の
経
営
継

続
に
必
要
な
農
林
漁
業
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
資
金
等
の
実

質
無
利
子
化
・
無
担
保
化
等

が
措
置
さ
れ
た
。

②
持
続
的
な
発
展
に
関
す
る

施
策
の
推
進

▽
消
費
回
復
、
市
場
の
安

定
に
向
け
た
経
済
施
策
の
拡

充
▽
農
林
水
産
物
・
食
品
の

輸
出
5
兆
円
目
標
の
実
現
に

向
け
た
取
り
組
み
―
な
ど
を

要
望
し
た
。

３
年
度
農
水
省
補
正
予
算

で
は
、
国
産
農
林
水
産
物
等

販
路
新
規
開
拓
緊
急
対
策
事

業
に
２
０
０
億
円
が
確
保
さ

れ
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
需

要
減
少
等
の
影
響
を
依
然
と

し
て
受
け
て
い
る
農
林
漁
業

者
や
食
品
加
工
業
者
等
の
新

た
な
販
路
開
拓
の
取
り
組
み

が
支
援
さ
れ
る
。

農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸

出
５
兆
円
目
標
の
実
現
に
つ

い
て
は
、「
農
林
水
産
物・食

品
の
輸
出
拡
大
実
行
戦
略
」

の
実
施
と
し
て
3
年
度
農
水

省
補
正
予
算
で
４
３
２
億
９

１
０
０
万
円
、
４
年
度
農
水

省
予
算
で
１
０
７
億
８
７
０

０
万
円
が
確
保
さ
れ
た
。
官

民
一
体
と
な
っ
た
海
外
で
の

販
売
力
強
化
、
農
林
水
産
事

業
者
の
後
押
し
、
政
府
一
体

と
な
っ
た
輸
出
の
障
害
の
克

服
等
が
支
援
さ
れ
る
。

③
担
い
手
の
育
成
・
確
保

担
い
手
の
育
成
・
確
保
対

策
の
推
進
な
ど
を
要
望
し
た
。

４
年
度
農
水
省
予
算
で
は
、

新
規
就
農
者
育
成
総
合
対
策

に
２
０
７
億
円
（
３
年
度
補

正
29
億
円
）が
確
保
さ
れ
、経

営
発
展
の
た
め
の
機
械
・
施

設
等
の
導
入
や
新
規
就
農
者

へ
の
技
術
サ
ポ
ー
ト
な
ど
の

取
り
組
み
が
支
援
さ
れ
る
。

「
緑
の
人
づ
く
り
」総
合
支

援
対
策
（
林
業
）
に
48
億
１

０
０
０
万
円
（
３
年
度
補
正

２
億
８
３
０
０
万
円
）、経
営

体
育
成
総
合
支
援
事
業
（
漁

業
）
に
６
億
１
０
０
０
万
円

（
３
年
度
補
正
１
億
１
６
０

０
万
円
）
が
確
保
さ
れ
た
。

④
野
生
鳥
獣
等
に
よ
る
農
林

水
産
物
被
害
防
止
対
策
の

充
実
強
化

鳥
獣
被
害
防
止
対
策
の
一

層
の
拡
充
、
地
方
自
治
体
が

行
う
鳥
獣
被
害
防
止
施
策
に

対
す
る
財
政
支
援
の
充
実
な

ど
を
要
望
し
た
。

４
年
度
農
水
省
予
算
で
は
、

鳥
獣
被
害
防
止
対
策
と
ジ
ビ

エ
利
活
用
の
推
進
に
１
２
１

億
９
２
０
０
万
円
（
３
年
度

補
正
40
億
円
）
が
確
保
さ
れ
、

鳥
獣
の
捕
獲
等
の
強
化
や
ジ

ビ
エ
フ
ル
活
用
へ
の
取
り
組

農
業
振
興
対
策

農
業
振
興
対
策

▽
経
営
所
得
安
定
対
策
の

必
要
財
源
確
保
、
一
層
の
拡

充
▽
農
業
農
村
整
備
事
業
予

算
の
長
期
的
・
安
定
的
確
保

▽
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
▽

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制

度
の
充
実
▽
食
料
自
給
率
向

上
施
策
の
十
分
な
財
源
確
保

▽
米
価
下
落
対
策
―
な
ど
を

要
望
し
た
。

経
営
所
得
安
定
対
策
に
つ

い
て
は
、
４
年
度
農
水
省
予

算
で
２
８
１
４
億
５
０
０
０

万
円
（
３
年
度
補
正
１６
億
６

０
０
０
万
円
）
が
確
保
さ
れ
、

畑
作
物
の
直
接
支
払
交
付
金

（
ゲ
タ
対
策
）、
米
・
畑
作
物

の
収
入
減
少
影
響
緩
和
交
付

金
（
ナ
ラ
シ
対
策
）
が
担
い

手
に
直
接
交
付
さ
れ
る
。
ま

た
、
持
続
的
生
産
強
化
対
策

事
業
に
１
７
３
億
８
７
０
０

万
円
が
確
保
さ
れ
、
農
業
者
、

農
業
法
人
、
民
間
団
体
等
が

行
う
生
産
性
向
上
や
販
売
力

強
化
等
に
向
け
た
取
り
組
み

や
地
方
公
共
団
体
が
主
導
す

る
産
地
全
体
の
発
展
を
図
る

取
り
組
み
が
支
援
さ
れ
る
。

農
業
農
村
整
備
事
業
で
は
、

４
年
度
農
水
省
予
算
で
３
３

２
１
億
６
２
０
０
万
円
（
３

年
度
補
正
１
８
３
２
億
円
）

が
確
保
さ
れ
た
。

ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
で

は
、
３
年
度
農
水
省
補
正
予

算
で
ス
マ
ー
ト
農
業
の
総
合

推
進
対
策
と
し
て
48
億
５
０

０
０
万
円
、
４
年
度
予
算
で

１4
億
４
０
０
万
円
が
確
保
さ

れ
、
産
地
ぐ
る
み
で
の
先
端

技
術
の
導
入
実
証
や
ス
マ
ー

ト
農
業
普
及
の
た
め
の
環
境

整
備
な
ど
に
つ
い
て
総
合
的

に
取
り
組
み
が
推
進
さ
れ
る
。

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

交
付
金
は
、
４
年
度
農
水
省

予
算
で
２
６
１
億
円
確
保
さ

れ
た
。

食
料
自
給
率
向
上
施
策
に

つ
い
て
は
、
４
年
度
農
水
省

予
算
で
水
田
活
用
の
直
接
支

み
な
ど
が
支
援
さ
れ
る
。

有
害
生
物
漁
業
被
害
防
止

総
合
対
策
事
業
は
、
４
年
度

農
水
省
予
算
で
３
億
７
８
０

０
万
円
が
確
保
さ
れ
、
漁
業

に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
す

有
害
生
物
の
駆
除
・
処
理
等

へ
の
支
援
や
効
率
的
か
つ
効

果
的
な
漁
業
被
害
防
止
・
軽

減
対
策
が
実
施
さ
れ
る
。
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払
交
付
金
と
し
て
３
０
５
０

億
円
が
確
保
さ
れ
、
食
料
自

給
率
・
自
給
力
の
向
上
に
資

す
る
麦
、大
豆
、飼
料
用
米
な

ど
の
戦
略
作
物
の
本
作
化
と

林
業
振
興
対
策

林
業
振
興
対
策

▽
森
林
･
林
業
基
本
計
画

に
掲
げ
る
施
策
の
具
体
化
を

図
る
た
め
の
予
算
確
保
、
地

球
温
暖
化
防
止
森
林
吸
収
源

対
策
に
つ
い
て
の
継
続
的
予

算
措
置
▽
木
材
価
格
安
定
対

策
な
ど
林
業
振
興
の
た
め
の

施
策
推
進
▽
流
域
治
水
の
取

り
組
み
と
連
携
し
た
治
山
事

業
推
進
―
な
ど
を
要
望
し
た
。

４
年
度
農
水
省
予
算
で
は
、

森
林
整
備
事
業
に
１
２
４
８

億
２
３
０
０
万
円
（
３
年
度

補
正
４
６
１
億
円
）
が
確
保

さ
れ
た
。
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
を
見
据
え
た
グ
リ
ー

ン
成
長
実
現
の
た
め
、
森
林

吸
収
量
の
確
保
・
強
化
や
国

土
強
靱
化
、
林
業
の
持
続
的

発
展
等
へ
の
各
施
策
が
推
進

さ
れ
る
。

木
材
価
格
安
定
対
策
な
ど

林
業
振
興
の
た
め
の
施
策
推

進
で
は
、
森
林・林
業・木
材

産
業
グ
リ
ー
ン
成
長
総
合
対

策
に
３
年
度
農
水
省
補
正
予

算
で
４
９
４
億
８
２
０
０
万

円
、
４
年
度
農
水
省
予
算
で

１
１
５
億
６
３
０
０
万
円
が

そ
れ
ぞ
れ
確
保
さ
れ
た
。「
新

し
い
林
業
」
経
営
モ
デ
ル
の

構
築
や
輸
出
を
含
む
新
た
な

需
要
の
創
出
な
ど
川
上
か
ら

川
下
ま
で
の
取
り
組
み
が
総

合
的
に
支
援
さ
れ
る
。
今
般

の
木
材
不
足
・
価
格
高
騰
へ

の
緊
急
的
な
対
応
と
し
て
は
、

国
産
製
品
等
へ
の
転
換
促
進

支
援
が
図
ら
れ
る
。

治
山
事
業
で
は
、
４
年
度

農
水
省
予
算
で
６
２
０
億
２

７
０
０
万
円
（
３
年
度
補
正

３
０
６
億
円
）
が
確
保
さ
れ
、

流
域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

連
携
し
た
流
域
保
全
対
応
の

治
山
対
策
が
強
化
さ
れ
る
。

水
産
業
振
興
対
策

水
産
業
振
興
対
策

資
源
管
理
・
漁
業
収
入
安

定
対
策
等
の
拡
充
強
化
な
ど

を
要
望
し
た
。

４
年
度
農
水
省
予
算
で
は

水
産
業
成
長
産
業
化
沿
岸
地

域
創
出
事
業
に
25
億
４
０
０

万
円
が
確
保
さ
れ
、
収
益
性

の
向
上
と
適
切
な
資
源
管
理

を
両
立
さ
せ
る
浜
の
構
造
改

革
の
た
め
、
沿
岸
漁
村
地
域

で
必
要
な
漁
船
、
漁
具
等
の

リ
ー
ス
方
式
に
よ
る
導
入
が

支
援
さ
れ
る
。

ま
た
、
漁
業
構
造
改
革
総

合
対
策
事
業
に
３
年
度
補
正

予
算
で
６5
億
円
、
４
年
度
予

算
で
20
億
５
０
０
万
円
が
確

保
さ
れ
、
資
源
管
理
や
漁
場

環
境
改
善
に
取
り
組
む
漁
業

者
に
よ
る
革
新
的
な
操
業
・

生
産
体
制
へ
の
転
換
等
を
促

進
す
る
た
め
の
施
策
が
支
援

食

の

安

全

食

の

安

全

信
頼
確
保
対
策

信
頼
確
保
対
策

食
の
安
全
性
確
保
の
取
り

組
み
へ
の
支
援
な
ど
に
つ
い

て
要
望
し
た
。

４
年
度
農
水
省
予
算
で

中
小
企
業
振
興
対
策

中
小
企
業
振
興
対
策

▽
中
小
企
業
の
資
金
繰
り

に
支
障
を
来
た
さ
な
い
よ
う

一
層
の
対
策
実
施
、
活
用
し

や
す
い
支
援
制
度
の
構
築
▽

第
三
者
を
含
め
た
後
継
者
へ

の
事
業
承
継
支
援
策
の
強
化

▽
下
請
け
中
小
企
業
の
保
護

―
な
ど
を
要
望
し
た
。

事
業
者
へ
の
支
援
に
つ
い

て
3
年
度
補
正
予
算
で
は
、

経
済
産
業
省
に
お
い
て
事
業

復
活
支
援
金
２
兆
８
０
３
２

億
円
、
資
金
繰
り
支
援
１
４

０
３
億
円
、
内
閣
府
に
お
い

て
時
短
要
請
等
に
応
じ
た
飲

食
店
等
へ
の
協
力
金
等
（
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
）
６
兆

４
７
６
９
億
円
が
そ
れ
ぞ
れ

確
保
さ
れ
た
。

中
小
企
業
の
事
業
承
継
支

援
に
つ
い
て
は
、
4
年
度
経

産
省
予
算
で
中
小
企
業
再
生

支
援
・
事
業
承
継
総
合
支
援

事
業
と
し
て
１
５
７
億
７
０

０
０
万
円
が
確
保
さ
れ
、
各

都
道
府
県
に
置
か
れ
た
「
事

業
承
継
・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン

タ
ー
」
で
支
援
が
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
行
わ
れ
る
。
ま
た
、

事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支
援
事

資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

▽
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
研
究・開
発
、安
全
で
安
定

的
な
電
力
供
給
対
策
の
実
施

▽
原
子
力
発
電
の
安
全
確
保

の
た
め
の
技
術
者
・
研
究
者

と
も
に
、
地
域
の
特
色
を
活

か
し
た
魅
力
的
な
産
地
づ
く

り
、高
収
益
作
物
の
導
入・定

着
等
が
支
援
さ
れ
る
。
ま
た
、

３
年
度
農
水
省
補
正
予
算
で

は
麦・大
豆
収
益
性・生
産
性

向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
32
億

５
０
０
０
万
円
（
４
年
度
１

億
円
）
が
確
保
さ
れ
た
。

米
価
下
落
対
策
で
は
、
３

さ
れ
る
。

年
度
農
水
省
補
正
予
算
で
コ

ロ
ナ
影
響
緩
和
特
別
対
策
と

し
て
１
６
５
億
円
が
確
保
さ

れ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

に
よ
る
需
要
減
に
相
当
す
る

１5
万
ト
ン
の
米
穀
に
つ
い
て
、

集
荷
団
体
と
実
需
者
等
が
連

携
し
て
行
う
長
期
計
画
的
な

保
管
、中
食・外
食
事
業
者
等

へ
の
販
売
促
進
や
子
ど
も
食

業
に
は
１６
億
３
０
０
０
万
円

が
確
保
さ
れ
た
。

下
請
け
中
小
企
業
の
保
護

に
つ
い
て
は
、
４
年
度
経
産

省
予
算
で
中
小
企
業
取
引
対

策
事
業
に
23
億
円
が
確
保
さ

れ
、
下
請
取
引
に
お
け
る
実

態
把
握
等
の
強
化
が
図
ら
れ

る
。

堂
等
の
生
活
弱
者
へ
の
提
供

を
支
援
し
、
需
給
の
安
定
に

向
け
た
市
場
環
境
の
整
備
が

図
ら
れ
る
。

の
養
成
確
保
、
放
射
性
廃
棄

物
の
処
分
に
関
す
る
研
究
開

発
―
な
ど
を
要
望
し
た
。

経
産
省
で
は
、
需
要
家
主

導
に
よ
る
太
陽
光
発
電
導
入

促
進
補
助
金
に
３
年
度
補
正

予
算
で
１
３
５
億
円
、
４
年

は
Ｇ
Ａ
Ｐ
（
農
業
生
産
工

程
管
理
）
の
拡
大
推
進
に

２
億
３
４
０
０
万
円
が
確
保

さ
れ
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
指
導
活
動
等

の
推
進
が
な
さ
れ
る
。
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予
算
で
１
２
５
億
円
が
確

保
さ
れ
た
。
４
年
度
予
算
で

は
地
熱
発
電
の
資
源
量
調

査
・
理
解
促
進
事
業
費
補
助

金
に
１
２
６
億
５
０
０
０
万

円
、
洋
上
風
力
発
電
等
の
導

入
拡
大
に
向
け
た
研
究
開
発

建

設

運

輸

委

員

会

建

設

運

輸

委

員

会

台
風
・
豪
雨
対
策

台
風
・
豪
雨
対
策

▽
土
砂
災
害
防
止
法
お
よ

び
急
傾
斜
地
法
に
規
定
さ
れ

て
い
る
各
施
策
の
強
化
▽
浸

水
被
害
防
止
・
軽
減
の
た
め

の
河
川
工
事
等
―
な
ど
を
要

望
し
た
。

国
土
交
通
省
で
は
、
集
中

豪
雨
や
火
山
噴
火
等
に
対

応
し
た
総
合
的
な
土
砂
災

害
対
策
の
加
速
化
・
強
化
に

令
和
３
年
度
補
正
予
算
で

５
５
８
億
円
、
４
年
度
予
算

で
９
９
７
億
円
が
そ
れ
ぞ
れ

確
保
さ
れ
た
。

ま
た
、防
災・安
全
交
付
金

に
よ
っ
て
都
道
府
県
が
指
定

す
る
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等

の
基
礎
調
査
や
区
域
の
指
定

促
進
等
が
支
援
さ
れ
る
。
指

定
さ
れ
た
区
域
で
は
、
市
町

道
路
の
整
備
促
進

道
路
の
整
備
促
進

▽
道
路
関
係
予
算
の
所
要

額
確
保
▽
高
規
格
幹
線
道
路

の
未
開
通
区
間
解
消
へ
の
財

源
確
保
・
整
備
促
進
▽
地
域

高
規
格
道
路
整
備
の
財
源
確

保
・
整
備
促
進
▽
高
速
道
路

の
安
定
的
で
シ
ン
プ
ル
な
料

金
制
度
の
構
築
▽
積
雪
寒
冷

地
域
等
の
道
路
除
排
雪
体
制

確
保
・
維
持
の
た
め
の
財
源

確
保
―
な
ど
を
要
望
し
た
。

4
年
度
国
交
省
道
路
関
係

予
算
は
、
２
兆
１
１
０
９
億

円
が
確
保
さ
れ
た
。ま
た
、防

災
・
安
全
交
付
金
８
１
５
６

億
円
、
社
会
資
本
整
備
総
合

交
付
金
５
８
１
７
億
円
で
道

路
整
備
事
業
が
行
わ
れ
る
。

高
規
格
幹
線
道
路
の
供
用

延
長
距
離
は
、
４
年
３
月
25

日
現
在
１
万
２
１
７
３
㌔

（
進
捗
率
87
％
）
で
、４
年
度

の
新
規
事
業
採
択
箇
所
は
５

箇
所
。
暫
定
２
車
線
区
間
の

４
車
線
化
は
、
財
政
投
融
資

を
活
用
し
て
７
箇
所
（
合
計

43
㎞
）
で
実
施
さ
れ
る
。

地
域
高
規
格
道
路
に
つ
い

て
４
年
度
国
交
省
道
路
関
係

予
算
は
、
高
規
格
道
路
、
Ｉ

Ｃ
等
ア
ク
セ
ス
道
路
そ
の
他

に
２
１
０
６
億
円
を
確
保
し
、

地
域
高
規
格
道
路
は
9
箇
所

を
4
年
度
新
規
事
業
箇
所

村
等
に
よ
る
警
戒
避
難
体
制

の
整
備
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
配
布
な
ど
の
取
り
組
み
が

行
わ
れ
る
。

浸
水
被
害
防
止
に
つ
い
て
、

河
川
流
域
全
体
の
あ
ら
ゆ
る

関
係
者
が
協
働
し
て
取
り
組

む
「
流
域
治
水
」
が
推
進
さ

れ
る
。ハ
ー
ド・ソ
フ
ト
一
体

の
事
前
防
災
対
策
の
加
速
化

や
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
対
策
、

デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
な
ど
が

実
施
さ
れ
る
。

（
補
助
事
業
）
に
選
定
し
た
。

高
速
道
路
料
金
制
度
に
つ

い
て
、
国
交
省
で
は
「
社
会

資
本
整
備
審
議
会
道
路
分
科

会
国
土
幹
線
道
路
部
会
『
中

間
答
申
』」（
3
年
8
月
4

日
）
を
踏
ま
え
、
▽
料
金
徴

収
期
間
延
長
の
具
体
的
検
討

▽
割
引
内
容
の
見
直
し
検
討

▽
大
都
市
圏
で
の
混
雑
状
況

に
応
じ
た
料
金
（
割
引
や
割

増
）
の
本
格
導
入
▽
大
都
市

圏
で
の
対
距
離
料
金
の
導
入

推
進
―
な
ど
有
料
道
路
制
度

の
具
体
的
な
見
直
し
に
つ
い

て
検
討
が
行
わ
れ
る
。

道
路
除
排
雪
体
制
に
つ
い

て
は
、
４
年
度
国
交
省
道
路

事
業
に
６６
億
円
が
そ
れ
ぞ
れ

確
保
さ
れ
た
。

原
子
力
発
電
の
安
全
確
保

等
に
つ
い
て
は
、
４
年
度
経

産
省
予
算
で
原
子
力
の
産
業

基
盤
強
化
事
業
に
１2
億
４
０

０
０
万
円
が
確
保
さ
れ
、
▽

世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
優
れ

た
技
術
を
有
す
る
サ
プ
ラ
イ

ヤ
ー
の
支
援
▽
技
術
開
発
・

再
稼
働
・
廃
炉
な
ど
の
現
場

を
担
う
人
材
の
育
成
―
な
ど

の
取
り
組
み
を
行
う
と
さ
れ

た
。

災
害
復
旧
・
復
興
支
援

災
害
復
旧
・
復
興
支
援

▽
災
害
復
旧
事
業
の
早
期

採
択
、
更
な
る
支
援
の
充
実

強
化
▽
被
災
後
に
お
け
る
住

民
生
活
を
確
保
す
る
た
め
の

早
急
な
全
面
復
旧
体
制
整
備

―
な
ど
を
要
望
し
た
。

自
然
災
害
か
ら
の
復
旧
・

復
興
の
加
速
に
つ
い
て
、
３

年
度
国
交
省
補
正
予
算
で
は

公
営
住
宅
の
災
害
復
旧
に
公

共
事
業
関
係
費
２
億
３
７
０

０
万
円
、
河
川
や
道
路
、
港

湾
、
鉄
道
等
の
災
害
復
旧
等

に
公
共
事
業
関
係
費
３
１
５

１
億
９
８
０
０
万
円
と
公
共

事
業
費
53
億
５
１
０
０
万
円

が
そ
れ
ぞ
れ
確
保
さ
れ
た
。

全
面
復
旧
体
制
の
整
備
に

つ
い
て
国
交
省
は
、
地
方
整

備
局
等
の
執
行
体
制
の
強
化

地
震
・
津
波
対
策

地
震
・
津
波
対
策

国
土
強
靱
化
地
域
計
画
の

支
援
制
度
の
拡
充
・
策
定
推

進
、
地
域
計
画
を
策
定
し
た

自
治
体
や
広
域
連
携
で
取
り

組
む
事
業
へ
の
交
付
金
・
補

助
金
等
拡
充
な
ど
を
求
め
た
。

内
閣
官
房
で
は
地
域
計
画

に
つ
い
て
、
3
年
度
末
ま
で

に
１
７
４
１
市
区
町
村
の
う

ち
１
７
１
０
市
区
町
村
が
策

定
完
了
予
定
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
地
域
計
画
の
「
策
定
」

か
ら
「
内
容
充
実
」
へ
の
支

援
の
転
換
を
図
る
と
し
た
。

交
付
金
・
補
助
金
に
つ
い

て
は
、
地
域
計
画
に
事
業
実

施
箇
所
等
が
具
体
的
に
明
記

さ
れ
た
事
業
を
対
象
に
重
点

化
す
る
と
し
て
お
り
、
４
年

度
は
地
方
創
生
整
備
推
進
交

付
金
な
ど
計
１8
の
交
付
金
等

で
支
援
が
実
施
さ
れ
る
。

と
し
て
地
方
整
備
局
の
定
員

を
１
１
９
人
、
北
海
道
開
発

局
で
は
１６
人
そ
れ
ぞ
れ
増
員

す
る
と
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

大
規
模
災
害
か
ら
の
復
旧
・

復
興
や
災
害
発
生
時
に
お
け

る
Ｔ
Ｅ
Ｃ
―
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
の

自
治
体
へ
の
派
遣
に
加
え
、

地
域
の
防
災・減
災
、国
土
強

靱
化
の
取
り
組
み
の
推
進
を

図
る
と
し
て
い
る
。
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新
幹
線
鉄
道
等
の

新
幹
線
鉄
道
等
の

整

備

促

進

整

備

促

進

▽
整
備
新
幹
線
の
着
工
区

間
の
早
期
完
成
、
未
着
工
区

間
の
整
備
方
針
策
定
▽
整
備

新
幹
線
の
建
設
財
源
確
保
、

地
域
公
共
交
通

地
域
公
共
交
通

の
充
実
強
化

の
充
実
強
化

▽
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

運
送
収
入
が
減
少
し
て
い
る

地
域
公
共
交
通
の
事
業
者
等

へ
の
路
線
維
持
の
た
め
の
財

政
措
置
▽
地
域
公
共
交
通
の

事
業
者
等
へ
の
支
援
制
度
、

地
域
公
共
交
通
の
維
持
・
確

保
に
取
り
組
む
自
治
体
へ
の

地
方
交
付
税
に
よ
る
財
政
措

置
の
充
実
強
化
▽
交
通
弱
者

が
社
会
生
活
・
経
済
活
動
を

維
持
で
き
る
よ
う
、
地
域
公

共
交
通
の
環
境
整
備
に
対
す

る
支
援
の
充
実
強
化
―
な
ど

を
要
望
し
た
。

国
交
省
３
年
度
補
正
予

算・４
年
度
予
算
で
は
、危
機

に
瀕
す
る
地
域
公
共
交
通
の

確
保
・
維
持
と
新
技
術
の
活

用
等
に
よ
る
地
域
の
く
ら
し

や
移
動
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
交

通
サ
ー
ビ
ス
の
活
性
化
に
合

計
４
９
３
億
円
が
確
保
さ
れ

た
。
持
続
可
能
な
地
域
公
共

交
通
の
確
保
・
維
持
を
図
る

と
と
も
に
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ

に
お
け
る
地
域
の
く
ら
し
や

移
動
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
交
通

サ
ー
ビ
ス
の
活
性
化
に
向
け

た
取
り
組
み
が
支
援
さ
れ
る
。

地
域
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス

の
確
保
等
に
対
す
る
支
援
に

つ
い
て
は
、
国
交
省
総
合
政

策
局
３
年
度
補
正
予
算
・
４

年
度
予
算
で
合
計
４
９
２
億

３
６
０
０
万
円
が
確
保
さ
れ
、

改
正
地
域
公
共
交
通
活
性
化

再
生
法
を
活
用
し
て
地
域
に

最
適
な
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
構

築
・
継
続
の
た
め
の
支
援
が

行
わ
れ
る
。

交
通
弱
者
に
向
け
た
地
域

公
共
交
通
の
環
境
整
備
に
つ

い
て
は
、
４
年
度
総
務
省
予

算
で
過
疎
地
域
等
集
落
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
圏
形
成
支
援
事
業

に
４
億
円
、
過
疎
地
域
持
続

的
発
展
支
援
事
業
に
２
億
５

０
０
０
万
円
が
確
保
さ
れ
た
。

先
進
的
な
技
術
を
活
用
し
た
、

過
疎
地
域
等
の
集
落
の
維

持
・
活
性
化
に
資
す
る
取
り

組
み
や
、
過
疎
地
域
の
地
域

課
題
解
決
を
図
り
持
続
的
発

展
に
資
す
る
取
り
組
み
と
し

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
推
進
推
進

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
推
進

に
係
る
都
市
再
生
特
別
措
置

法
に
基
づ
く
取
り
組
み
へ
の

支
援
強
化
な
ど
を
要
望
し
た
。

国
交
省
都
市
局
で
は
防

災
・
減
災
を
主
流
化
し
た
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
を
推
進
す

る
と
し
、
災
害
ハ
ザ
ー
ド
エ

観
光
施
策
の
推
進

観
光
施
策
の
推
進

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
り
甚
大

な
影
響
を
受
け
た
観
光
産
業

に
つ
い
て
、
自
治
体
や
事
業

者
等
へ
の
財
政
措
置
の
拡
充

強
化
な
ど
を
求
め
た
。

国
交
省
の
３
年
度
補
正
予

算・４
年
度
予
算
で
は
、
地
域

関
係
予
算
で
道
路
の
凍
上
被

害
等
に
対
す
る
補
修
費
用
に

道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
と

リ
ア
か
ら
の
移
転
や
居
住
エ

リ
ア
の
安
全
性
強
化
、
避
難

場
所
の
確
保
等
が
総
合
的
に

推
進
さ
れ
る
。そ
の
ほ
か
、▽

事
前
防
災
に
よ
る
安
全
な
市

街
地
の
形
成
▽
盛
土
に
よ
る

て
、
過
疎
地
域
で
の
ド
ロ
ー

ン
を
活
用
し
た
生
活
支
援
や

デ
マ
ン
ド
交
通
を
は
じ
め
と

す
る
事
業
が
支
援
さ
れ
る
。

ま
た
、
国
交
省
総
合
政
策

局
で
は
３
年
度
補
正
予
算
・

４
年
度
予
算
で
ド
ロ
ー
ン
等

の
交
通
運
輸
技
術
開
発
・
利

活
用
の
推
進
に
合
計
４
億
３

７
０
０
万
円
が
確
保
さ
れ
た
。

ド
ロ
ー
ン
を
は
じ
め
交
通
運

輸
分
野
で
の
技
術
開
発
お
よ

び
そ
の
成
果
の
利
活
用
を
推

進
す
る
た
め
、
新
た
な
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
に
資
す
る

先
端
科
学
技
術
等
に
関
す
る

技
術
開
発・標
準
化
や
、多
様

な
現
場
を
想
定
し
た
実
証
試

験
等
が
実
施
さ
れ
る
。

社
会
資
本
整
備

社
会
資
本
整
備

事
業
等
の
推
進

事
業
等
の
推
進

▽
社
会
資
本
整
備
総
合
交

付
金
、防
災・安
全
交
付
金
の

所
要
額
確
保
▽
橋
梁
や
ト
ン

ネ
ル
等
の
経
年
劣
化
対
策
に

つ
い
て
の
予
算
確
保
―
な
ど

を
要
望
し
た
。

国
交
省
の
３
年
度
補
正
予

算
・
４
年
度
予
算
で
、
社
会

資
本
整
備
総
合
交
付
金
に

６
３
６
５
億
円
、防
災・安
全

交
付
金
に
１
兆
１
８
８
９
億

円
が
確
保
さ
れ
た
。

イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
対
策
で

は
、
国
交
省
の
３
年
度
補
正

予
算
・
４
年
度
予
算
で
将
来

を
見
据
え
た
イ
ン
フ
ラ
老
朽

化
対
策
の
推
進
と
し
て
８
３

０
８
億
円
が
確
保
さ
れ
た
。

ま
た
、
イ
ン
フ
ラ
長
寿
命
化

計
画
（
行
動
計
画
）
に
基
づ

き
、
将
来
に
わ
た
っ
て
必
要

な
イ
ン
フ
ラ
の
機
能
を
発
揮

し
続
け
る
た
め
の
取
り
組
み

が
推
進
さ
れ
る
。

し
て
２
２
３
４
億
円
が
確
保

さ
れ
た
。
積
雪
が
著
し
い
場

合
に
は
、
市
町
村
に
対
し
臨

地
方
負
担
に
対
す
る
財
源
支

援
措
置
―
な
ど
を
要
望
し
た
。

４
年
度
国
交
省
鉄
道
局
予

算
で
は
、
整
備
新
幹
線
の
整

備
の
推
進
に
８
０
４
億
円
が

確
保
さ
れ
、
▽
整
備
新
幹
線

時
特
例
措
置
と
し
て
除
雪
費

を
追
加
で
配
分
す
る
な
ど
の

対
策
が
講
じ
ら
れ
る
。

の
着
実
な
整
備
▽
整
備
新
幹

線
の
建
設
推
進
お
よ
び
高
度

化
等
▽
幹
線
鉄
道
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
等
の
あ
り
方
に
関
す

る
調
査
―
な
ど
の
取
り
組
み

が
実
施
さ
れ
る
。

災
害
の
防
止
▽
土
地
区
画
整

理
事
業
に
よ
る
復
興
ま
ち
づ

く
り
の
支
援
▽
市
街
地
開
発

事
業
等
に
お
け
る
無
電
柱
化

の
推
進
―
に
つ
い
て
も
取
り

組
み
が
行
わ
れ
る
。

経
済
を
支
え
る
観
光
の
存
続

と
本
格
的
な
復
興
の
実
現
と

し
て「
新
た
な
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
ト
ラ

ベ
ル
事
業
」の
実
施
に
１
兆
３

２
３
９
億
円
、地
域
経
済
を
支

え
る
観
光
の
継
続
的
支
援
と

本
格
的
な
観
光
の
復
興
に
向

け
た
施
策
の
推
進
に
１
４
３

１
億
円
が
確
保
さ
れ
た
。
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「地方議会議員のための政策法務 ～条例の審査と提案～」
令和4年度

地方自治研究機構
一般財団法人

Research Institute for Local Government 

１　概　要
首長提案の条例審査手法や議員提案条例の手法について、
学識経験者の講演、先駆議会の事例紹介、受講者同士のグ
ループディスカッションを通じて必要な知識等を習得します。

２　日　時
令和４年１１月１日（火）１３:００～１６:５０
全国都市会館（東京都千代田区平河町２－４－２）

3　ZOOMによるオンラインで実施
（ZOOMが使用できない方は、YouTubeで視聴）

4　内　容
１３:００～１４:００
【講　　演】「条例の審査と提案について」

	 中央大学副学長・法学部教授　礒崎	初仁　氏
１４:１０～１５:４０
【事例紹介】埼玉県議会関係者、横須賀市議会関係者、
	 徳島県那賀町議会関係者
１５:５０～１６:５０
【参加者による意見交換】

５　受講料（教材費・税込）
賛助会員１０,０００円　	非賛助会員１５,０００円

６　お申込み専用フォーム
https://krs.bz/rilg/m/rilg_koshu

　申込期限
令和４年１０月２５日（火）

７　オンライン受講に関する留意事項
「ZOOM」で御参加の場合、ビデオ機能で参加者との交流や、
チャット機能により講師に質問ができますが、「YouTube」で
御参加の場合は講義や討議を視聴するだけとなりますので、
通信環境等に問題がなければ、ZOOMでの御参加をお勧め
いたします。（見逃し配信の期間は、11/7～11/18）

８　お問合せ
詳細は、地方自治研究機構のホームページを御参照ください。
http://www.rilg.or.jp/htdocs/index.html

実 務 講 習 会

政
府
は
５
月
１１
日
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

応
を
検
証
す
る
有
識
者
会

議
（
座
長
・
永
井
良
三
自
治

医
科
大
学
学
長
）
を
発
足
さ

せ
、
初
会
合
を

開
い
た
。
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
に
基

づ
く
対
応
や
、
保
険
・
医
療

提
供
体
制
な
ど
に
つ
い
て
検

証
を
含
め
て
議
論
を
進
め
、

６
月
を
め
ど
に
提
言
を
ま
と

め
る
。

会
議
に
出
席
し
た
山
際
大

志
郎
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
・
健

康
危
機
管
理
担
当
相
は「（
新

型
コ
ロ
ナ
が
広
が
っ
て
）
2

年
数
カ
月
経
っ
た
と
こ
ろ
で

こ
れ
ま
で
ど
う
い
う
闘
い
を

し
て
き
た
か
、
し
っ
か
り
検

証
し
た
上
で
、
次
に
備
え
る

必
要
が
あ
る
」
と
、
同
会
議

設
置
の
狙
い
を
述
べ
た
。

有
識
者
は
、
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
、
医
療
関
係
者
、
大
学

教
授
、
経
済
界
代
表
、
社
会

学
者
ら
８
人
で
構
成
し
て
い

る
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
応
検
証

新
型
コ
ロ
ナ
対
応
検
証

政
府
が
有
識
者
会
議

政
府
が
有
識
者
会
議

議
会
人
事

▽
佐
渡 

近
藤
和
義（
4・28
）

▽
名
張 
福
田
博
行（
4・28
）

▽
小
松
島 
米
﨑
賢
治（
4・28
）

▽
西
都 
太
田
寛
文（
4・28
）

▽
男
鹿 

小
松
穂
積（
5・2
）

▽
坂
井 

前
田
嘉
彦（
5・2
）

▽
中
野（
長
野
）　
青
木
正
道

 
 

（
5・2
）

▽
丹
波
篠
山　
小
畠
政
行

 
 

（
5・2
）

▽
う
き
は 

江
藤
芳
光（
5・2
）

▽
姶
良 

小
山
田
邦
弘（
5・2
）

▽
藤
枝 

山
根　
一（
5・9
）

▽
清
須 

野
々
部
享（
5・9
）

▽
桜
井 

西　
忠
吉（
5・9
）

▽
北
名
古
屋　
神
田　
薫

 
 

（
5・１0
）

▼
副
議
長

▽
南
陽 

梅
川
信
治（
4・5
）

▽
下
松 

松
尾
一
生（
4・20
）

▽
北
見 

中
崎
孝
俊（
4・2１
）

▽
坂
戸 

石
井　
寛（
4・2１
）

▽
弥
富 

早
川
公
二（
4・2１
）

▽
上
田 

西
沢
逸
郎（
4・22
）

▽
天
理 

鳥
山
淳
一（
4・22
）

▽
武
雄 

松
尾
初
秋（
4・22
）

▽
下
呂 

尾
里
集
務（
4・25
）

▽
天
草 

鶴
戸
継
啓（
4・25
）

▽
南
房
総 

峯　
隆
司（
4・2６
）

▽
丸
亀 

岡
田　
剛（
4・2６
）

▽
四
万
十 

山
崎　
司（
4・2６
）

▽
鶴
岡 

富
樫
正
毅（
4・27
）

▽
静
岡 

佐
藤
成
子（
4・27
）

▽
香
南 

宮
崎
晃
行（
4・27
）

▽
神
埼 

野
副
芳
昭（
4・27
）

▽
国
東 
森　
正
二（
4・27
）

▽
佐
渡 
駒
形
信
雄（
4・28
）

▽
名
張 
荊
原
広
樹（
4・28
）

▽
小
松
島 

四
宮
祐
司（
4・28
）

▽
男
鹿 

船
木
正
博（
5・2
）

▽
坂
井 

渡
辺
竜
彦（
5・2
）

▽
中
野（
長
野
）　
宮
島
包
義

 
 

（
5・2
）

▽
丹
波
篠
山　
大
上
和
則

 

（
5・2
）

▽
う
き
は 

野
鶴　
修（
5・2
）

▽
姶
良 

犬
伏
浩
幸（
5・2
）

▽
清
須 

飛
永
勝
次（
5・9
）

▽
多
治
見 

若
尾
敏
之（
5・9
）

▽
桜
井 

小
西
誠
次（
5・9
）

【
令
和
３
年
】

▼
副
議
長

▽
朝
霞 

福
川
鷹
子（
１2・20
）

【
令
和
4
年
】

▼
議
長

▽
南
陽 

舩
山
利
美（
4・5
）

▽
下
松 

金
藤
哲
夫（
4・20
）

▽
北
見 

飯
田
修
司（
4・2１
）

▽
坂
戸 

藤
野　
登（
4・2１
）

▽
弥
富 

平
野
広
行（
4・2１
）

▽
上
田 

佐
藤
論
征（
4・22
）

▽
武
雄 

吉
川
里
己（
4・22
）

▽
下
呂 

今
井
政
良（
4・25
）

▽
天
草 

中
尾
友
二（
4・25
）

▽
南
房
総 

川
上　
清（
4・2６
）

▽
丸
亀 

多
田
光
廣（
4・2６
）

▽
四
万
十 

平
野　
正（
4・2６
）

▽
多
摩 

い
い
じ
ま
文
彦

 

（
4・27
）

▽
静
岡 

望
月
俊
明（
4・27
）

▽
香
南 

北
本
洋
介（
4・27
）

▽
神
埼 

田
原
和
幸（
4・27
）

▽
国
東 

丸
小
野
宣
康（
4・27
）

▽
北
名
古
屋　
福
岡　
康

 

（
5・１0
）

▼
事
務
局
長

▽
青
森 

齋
藤
賢
剛（
4・１
）

▽
一
関 

八
重
樫
裕
之（
4・１
）

▽
須
賀
川 

山
寺
弘
司（
4・１
）

▽
安
曇
野 

沖　
雅
彦（
4・１
）

▽
東
久
留
米　
山
下
一
美

 

（
4・１
）

▽
大
田（
東
京
）　
中
澤　
昇

 

（
4・１
）

▽
上
野
原 

安
藤
哲
也（
4・１
）

▽
大
田
原 

渡
邉
和
栄（
4・１
）

▽
下
野 

五
月
女
治（
4・１
）

▽
下
呂 

今
井　
満（
4・１
）

▽
徳
島 

都
築
伸
也（
4・１
）

▽
鳥
栖 

武
富
美
津
子（
4・１
）

▽
雲
仙 

芦
塚
清
隆（
4・１
）

▽
天
草 

鶴
田
明
久（
4・１
）

▽
佐
伯 
森
﨑
和
明（
4・１
）

▽
津
久
見 
宗
像　
功（
4・１
）

▽
由
布　
馬
見
塚
美
由
紀

 
（
4・１
）

▽
石
垣 

浦
崎
克
巳（
4・１
）

▽
神
埼 

久
保
山
直
人（
5・６
）


